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　シリコンを用いた「光集積回路」は、コンパクトで制御性が良く、CMOS 技術との相性が良いといっ

た理由から、大規模な光回路を実装するためのプラットフォームとして期待されています。　　

本研究室ではシリコンフォトニクスの技術を使って、シリコン基板上にハーフビームスプリッター、

周波数フィルタ、干渉計、電気回路といったさまざまな電気・光学部品を搭載したプログラマブル

光回路を作製し、光の量子状態をより高度に制御・機能化する研究に取り組んでいます。特に光の

最小単位である「光子」を光集積回路の光源として利用し、従来とは異なる原理で動作する量子技

術（シミュレーション、計測、通信）の開発に挑戦しています。
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図 1.　シリコンフォトニクスを利用した光量子集積回路
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